
千 島 列 島 の が た

1.千 島列島

千島列島は北緯 43°40′東経 145°33′国後

島南端ケラムィ崎か ら北緯 50°52′東経156°

29′占守島北端国端崎までの約 1,180粁間

に羅列した大小24島の総称で、南部千島に

属するものは国後 (クナシリ)島 、択捉 (

エトロフ)島 、色丹 (シヨタン)島 の三島、

中部千島に属するものは得撫 (ウルップ)

島、知里保以 (チリホイ)南 北両島、武魯

頓 (ブロトン)島 、新知 (シムシル)島 、

計吐夷 (ケトイ)島 、宇志知 (ウシシノの

南北両島、羅処和 (ラシュワ)島 、松輪 (

マツワ)島 、雷公計 (ライコケ)島 、捨子

古丹 (シャスコタン)島 、越渇磨 (エカル

マ)島 、知林古丹 (チリンコタン)島 、春

牟古丹 (ハルムコタン)島 、温爾古丹 (オ

ネコタン)島 、磨勘留 (マカンル)島 の17

島、北部千島に属するものは、志林規 (シ

リンキ)島 、幌筵 (パラムシル)島 、阿頼

度 (ァライ ド)島 、占守 (シムシュ)島 の

4島 である。これ らの諸島は千島火山脈の

頭背を形成して南西より北東に補弓形に延

び太平洋とオホーック海を南西に分け、占

守海峡 を隔てて露領堪察加 (カムチャッヵ

)南 端 ロバッカ岬となる。

総面積 1万 2百 余平方粁となり、各島の

面積は下記の通りである。 (平方粁以下四

捨五入)

南 部 千 島  4,8 9 4粁
2

クナシリ島 1,50 0   エトロフ島 3,13 9

シコタン島  255

小櫛 阿 保 精 一

中 部 千 島  2,7 2 7粁
2

ウルップ島 1,429 チリホイ島  33

プロトン島  8 シ ムシル島  343

ケ トイ 島  71 ウ シシル島  6

ラシュワ島  63マ ツ ワ島  53

ライコケ島   4 シ ャスコタツ島 122

エカルマ島  31 チ リう幻タレ毎   6

ノ胡/m夕潟    74 ォ ネコタン島  441

マカンル島  43

北 部 千 島  2,5 9 3粁
2

タラムシレ島 2,042 シ リンキ島  10

アライ ド島  156 シ ムシュ島  386

2.気 象

南千島は一般に海上気象に左右されるの

で、寒暑の差はそれほどなく、極寒期は北

海道根室地方と大差なく、上川十勝地方に

比べると多分に高温である。風は10月下旬

から翌年 4月 迄概ね北西の風が強く、11月

12月が最も強いが 1月 以後は補衰える。

霧は3月か ら9月 に生じ、 6月 、 7月 に

多発する。降雪は11月に初まり翌年 5月 に

終る。 1月 、 2月 が最も多雪であるが強風

のため吹去られ、各地とも山間凹地以外は

僅かに 1米 3内外である。

尚4月 下旬から融け初め 5月 下旬には消

雪する。流氷は西海岸では北又は北西風に

よって襲来し、偏南東風で流出する。

又 1月から3月迄は通常海岸が氷結して

航海は出来ないけれども、東海岸の択捉島

単冠湾、国後島古釜府湾は氷結しない。
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平 均 気 温

1 5 . 9

1 6 . 5

9,9114.8-4.51 091 5.8

下記の表は択捉島紗那測候所の昭和5年から昭和 7年の3年間の観 暖:による。

8月 9月 1 0月 1 1月 1 2月 年平均

席
Ｌ

十
一に

3.0

4.7

(昭和 9年 2月 発行の北海道庁編千島概誌 には中部千島についての気象の記載は無い)

7年

北千島諸島の気象については、まだ完全

に調査したものがなく報効義会当時のもの

と、船舶の航海中の短日月の間の観測記録

に過ぎず、しかも其の観測方法も適正であ

ったかどうか疑間であるがそれでも気候の

概要を知ることが出来る。

春の前半は末だ寒く海霧は発生しないが

北西風が甚だ強く、後半になって風向きが

一定しなくなり4、 5月 頃には晴天の日も

あるが時々海霧が襲って来る。 5月 末にな

って雪どけと同時に野車が僅に芽ぶき初め

る。夏季は海霧の発生が多 く湿潤な日が続

き主に南東の風が吹く。

秋になれば北西の風が多くなり9月 には

もう野草は枯れ初める。

10月になると強風の日が多くなるが海霧

の発生はなく、ほとんど快晴の日が多く気

分爽快で11月中旬まで続 くことが多い。時

には10月下旬に降雪することもあり、冬は

北西風が猛威をふるう。

しかし 1年を通じて寒身の差がそれ程激

しくはない。

流氷は2月頃オホーツク海か ら幌筵と占

守の西岸、東岸に漂着して海岸を塞ぎ 4月

下旬又は 5月上旬に消失する。南岸は流氷

によって封鎖されることはない。雨は北海

道にくらべて少な目で降雪量の平均値は 1

米以下である。しかし晴天でも地上数米は

吹雪が吹き荒れ、歩行困難な日が多い。平

地の大半の雪どけは 5月下旬であるが、谷

や山頂は7月 でも残雪がある。下記の表は

共に占守島片岡湾での観測である。

帝国海軍調査
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第 1表 (明治26年以来片岡湾での数多くの観測を平均せるもの)

平 均 気 温

2月 4月 5月

-4.3

3月

百調

6月
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第 2表 (大正元年同 3年 片岡湾に於ける報効義会の観測によるもの)

5月 6月十7月

3.千 島略史

千島列島は、明正天皇寛永20年 (1643年

)日 本の東海にあると峰されていた金銀島

探索のため、オランダか らはるばる派遣さ

れたマールデン、ゲ リッセン、フリースの

率いる探険船が得撫島に到着 して初めて西

欧に紹介された。

中御門天皇正徳元年 (1711年)露 人が占

守島に来て貢皮をとりたて、それ以後島か

ら島を渡り、宝略年間に羅処和以北を占領

し、島名を改め、土人を改宗させ、 1男 1

皮の年貢を徴収した。その上露人は更に南

下を続け遂には択捉島迄狙うようになった。

択捉島以南の島は東蝦夷地の一部として、

すでに松前氏の所領であったが、藩勢微弱

のため露人の浸入に対して防備する力もな

く、又之を幕府に報告すると転封、削封の

心配があるので、ひたすら露人南下の事実

を隠して、手出しも出来ずにいたのである。

たまたまハ ンガリー人ベニヨTウ スキー

が露国南侵の危機を長崎在留オランダ甲比

丹に警告 して来た。時の幕府も又露国の南

侵を秘密にしていたが、長崎通詞やオラン

ダ甲比丹によって漸く世間に洩れ初め、仙

台藩の工藤平助、林子平、儒者平沢旭山等

の識者が北辺の急を天下に警告した。この

情勢に幕府も重い腰をあげ、老中田沼意次

控 巫 百五ヱ百
い‖早呂霧蟄裾兆:

8月 9

1 2 9 1

は勘定奉行松本伊豆守秀持に命じてその真

相を調査させ、天明 5年普請役山口鉄五郎

ら5名 同下役里見平蔵ら5名を蝦夷地に派

遣した。山口鉄五郎、青島俊蔵らは国後に

到着したが季節が冬にむかったので北進を

断念して福山へ帰った。

翌 6年鉄五郎が国後に渡り、同行の最上

徳内常短 は択捉から土人 2人を連れて国後

に帰り、露国南下の状況を調べ、再び択捉

に行き、更に得撫に渡って露人に会い実状

を調査した。最上徳内は択捉、得撫を踏査

した最初の日本人であった。

この調査は幕府の為政者の交迭で中止に

なったが、露国南進の状況が明らかになっ

たので、土人慰撫の必要か ら救済交易をす

ることになり、寛政 3年普請役最上徳内、

和国兵太夫の 2人が択捉島と得撫島に渡り、

その交易を実行したが、土人は大いに喜ん

だという。

共後も露人が執オ幼に諸島を狙うので、寛

政10年幕府 日付役渡辺久蔵外80名を派遣し

て大規模調査を行い、】ヒ方経営に乗り出す

決心をした。そうして同年 7月に近藤重蔵、

普請役最上徳内が国後のア トイヤから土地

の小舟で択捉に渡 った。

重蔵の従者木村謙次の日記によると、国

後に3基、択捉に 1基の標柱を建てたとい
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う。此年 8月 に重蔵が択捉か ら国後に帰り、

泊で謙次に 「大日本恵登呂府、江戸近藤重

蔵建 」と木柱に書かせて之を択捉に送り、

得撫への渡日のモイレマ トとカモイワッカ

ォィとの間に建てた。また光格天皇享和元

年 (1801年)支 配勘定格富山元十郎、小人

目付深山序平太を得撫に出張させてヲカイ

ワタラの丘の上に「天長地久大 日本属島」

の標柱を建て、更に トウホ (今の床丹)に

行って、露人ケレトフセに会い、交易は日

本の国禁であることを諭した。

享和2年、幕府は択捉に勤番所を設け

て南部、津軽両藩を警備にあたらせた。

光格天皇文化 4年 (1807年)に なって、

露人ホウス トフが前年樺太を侵掠した余勢

をかって、装備した船 2隻 を率いて、択捉

島内保に上陸 して五郎次 ら数人の番人を捕

え、米、塩、什器を掠奪 し、番屋を焼打ち

した。当時紗那会所には調役下役元締戸田

亦太夫らがいて、南部、津軽両藩が警備し

ていたが露人の砲の襲撃にあい、応戦の甲

斐もなく弾薬がつきて退却した。そして徹

底抗戦を主張した亦太夫は、有萌に着いた後墳

死した。 5月 1日に露人が又も上陸し武具、

雑貨を掠め会所倉庫を焼 き、 2日 にも上陸

して負傷した南部藩火薬師大村治五平を捕

え、 3日 出帆して北西に向った。

以上の様に乏しい武具と苦難の防衛で領

土を守り続けたのであるが、明治 8年択捉

以北千島列島と樺太南部との交換条約が成

立して、千島全島が我が領土となった。し

かしこの千島諸島も第 2次大戦の終戦数日

前に浸攻したソ連に、不運にも占領されて

現在に至っている。「島よ還れ 」との日本

国民の悲痛な念願にも、横暴なソ連は耳を

かそうともしない。

4.千 島列島の植物‐

1)千 島列島の植物探究史

「前期探究史 」 (1890年迄)

1800年代の後期、東亜生物、殊に東亜北

方生物に大きい貞献をしたのはロシアであ

る。ペテルスブルグの露LE4_脱学士院か らは

しばしば有力な学者が神秘めいた東方に送

られ、学者も又学問探究のため生命を棒げ

る気慨をこめていた。 しか しそのロシアの

科学者達も、東の果ての荒海の千島諸島迄

は足をのばすことが出来なかったので、海

を行く人達の持 って来た標本をもとに研錬

を怠らなかった。

1853年にレーデブー氏が露西rlll植物詰を

完成した時に、すでに千島の植物は40種類

記載されていた。そねフから1800年代の末ま

でに、 ロシアが中心となって発表された千

島植物は100種類に及んだ。

レーゲル氏、マキシモウィッチ氏、ヘル

デル氏らが主な人達である。 しかしこの時

代の研究は断片的なもので千島を主とした

ものではなかったのである。

「後期探究史 」

こうして千島の植物研究は、学界に、 ロ

シアによって、開拓された印象を与えたが、

千島を中心とした植物研究をなしとげたの

は、実は日本人なのである。そしてその研

究は北大名与教授、理学博土、宮部金吾氏

から始まつている。1890年に宮部博士はボ

ストン博物学会の機関誌に、千島植物誌を

公表されて、断片的なこれ迄の研究を総括

1

ズ

〕
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して、当時植物誌として未開であった千島

列島を学界に紹介して、日本植物区系と地

理分布学上に画期的な見解を与えられた。

間もなく千島開発初期の時代が来て、海

洋開発と共に千島の植物研究も盛んになっ

たのである。明治24年 (1891年)片 岡侍従

の千島探険により、千島探険実記 (1893年

)が 発表されたが、一行の中の多羅尾忠郎

氏の採集したものを宮部博士が検定された。

明治29年 (1896年)に は松平氏が、北原

多作氏採集品研究の結果を東京植物学雑誌

に発表されている。

明治33年 (1900年)に は高岡参事官の千

島調査によって北千島調査報告文 (1901年

)が あり、中に官部博士、川上滝弥氏の研

究結果が掲載されている。そうして不思議

なことに1900年迄の研究は、総て単位を千

島ダJ島にとっていることである。

1900年以後になると、その研究は各島の

植物誌にと変化した。この初まりは内田瀞

(キヨシ)氏 採集のウルップ島植物 目録と、

川上滝弥氏の択捉島森林樹種及其分布(1901

-1卸 2年)に よる。そうして植物学的に多

く用いられたのは、次に出た矢部、遠藤両

博士の占守島植物 (1904年)で ある。

これは著名な遠藤博士が海藻研究のため

占守島滞在中に、片手間に顕花植物を研究

されたもので、我が国の極北区系がまだは

っきりしなかった時に、ここに着目された

博士の卓見は今でも感嘆にたえないもので

ある。

1900年代になって、武田博士は色丹島植

物誌を、欧文で世界学界に発表された。

武田博士が植物分類学上の南千島対色丹

島の位置づけを確立されてから10年たって、

1922年に工藤博士が北千島、幌筵島を精査

されても北千島の地理的位置を確証された。

1926年には北大学生伊藤、小森両氏がァ

ライ ドに渡航し、その結果を館脇博士が札

幌博物学会報に発表された。また館脇博士

は19冴年に、ウルップ島から松輪島までの

中部千島の群落生態と地理分布の研究をな

しとげて、 1931年にその結果を公表された。

このようにして、宮部博士の研究に始ま

った純千島探索は、武田博上の色丹島研究、

工藤博士の北千島幌筵島研究と、館脇博士

の中部千島研究によって、千島植物研究の

大体の骨格が出来上ったのである。

2)植 物地理学上か ら見た千島列島

これまでの植物分布地理学の中で代表的

な官部ぃ武田も工藤 3博士の諸論を述べる。

千島は大陸の極東北部から日本への連り

であり、同時にアリューシャン列島を通じ

て北米へと続 く。 しかし生物学的に問題の

中心となるのは、千島が極東北方地帯か ら

日本本土へどんな分布上の役害Jをしている

かである。

すでに 1879年に世界植物地理学の大家エ

ングレル氏は、千島列島が植物分布学上重

要な地点であり、殊に第 4紀前期植物移動

に関してその過程の重大な役 目をしたと言

つている。

宮部博士説 (18粥年)に 依り千島を総括

的に見ると、その区系的な親近の関係は、

東亜大陸北部の影響を深くうけている。

そしてその次に東亜全般的な影響であり、

更に北太平洋面の影響となる。

宮部博士は、南千島が北部日本植物区系
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の影響を深く受け、北千島が北東アジアと

北太洋を含むベー リング海地方植物区系に

似ていることを指摘しておられる。

そして更に豊富な極東北部大陸の寒地植

物南移の行程は、千島を通してよりも、主

として樺太を通 って日本植物区系に移った

もので、北千島区はカムチャッカと南千島

の影響を受けていると明言している。

その上将来はカムチャッカ植物も海流や

渡り鳥によって、 日本北部に到達するので

ないかと説かれた。

武田博士 (1913つ は色丹産 3拠種の植

物を土台とし、植物分布学上から、千島植

物区系は樺太植物区系よりも、北海道本島

を経て本州と親近の関係にあり、北海道植

物区系は樺太よりも本州に親近の関係をも

ち、津軽海峡 よりも宗谷海峡に植物区系境

界線を置くべきだとして、宮部博士説に反

論された。

一方工藤博士 (192年)は 植物地理学上

から、千島は 1区 とするよりも2区 を設立

するのが妥当だとして、植物区系学と群落

生態学上から、はっきりと2区の分野を明

らかにされた。

その後館脇博士がこの学界の仮説を実地

で検討しょうと、1927年か ら同30年にわた

って中部千島に渡航 して資料を集め、1933

年に始めて工藤博士の分布線は、早くから

宮部博士が唱えられた択捉海峡に置くこと

を確定 して、更に火山形成と群落推移と区

系構成を明らかにし、宮部線を定めて、北

大農学部植物学教室顕化植物 3代にわたる

学界の宿題を解決した。

3)千 島列島植物分布区域

植物分布学上か ら見ても、千島は非常に

興味深い所である。その上その分布状態を

考えると島を構成した年代が違う毎に、生

態分布や区系要素数が異なり、分布はかな

り交錯 している。しかし総括してみると、

分布学上か ら最も重大な境界線、択捉海峡

の ミヤベスラインを基準として、南、北千

島に大別し、その上更に次の様に分害Jする。

A) 南 千島区

国後小区

択捉
―色丹小区

B) 北 千島区

a) 中 部千島亜区

得撫小区

新知一
松輪小区

b)北 千島亜区

捨子古丹一温繭古丹小区

幌筵―占守小区

南千島は北海道本島との間に非常に近い

類似があり、植物数も600種以上あり、殊

に国後小区は北海道本島に属した方がよい

程である。南千島区の特徴を鮮明にしてい

るのは、択捉一色丹小区である。

北千島区は植物総数 500種以下で、カム

チャッカ植物系の色彩が濃く、それを代表

するのは幌筵一占守小区である。

その中間のウルップ島から松輪島までの

中部千島は、北千島の影響を受けると共に

南千島の影響も受けて、植物総数 400種あ

まりで、中間の様相が明らかである。

4)千 島の特殊植物

次に館脇博士の発表された (昭和 9年、
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1934年)千 島の特殊植物名の一部を連記する。  ユ キノシタ科

A) 千 島を冠名とする植物         チ シマネコノメ、チシマスグ リ、チシ

ウラボシ科                 マ クモマグサ、チシマクロクモ ソウ、

チシマメシダ               チ シマイワブキ

ヒカゲノカズラ科            バ ラ科

チシマヒカゲノカズラ、チシマスギラ    チ シマヤマブキショウマ、チシマシモ

ン                    ツ ケ、チシマダイコンソウ、チシマキ

トクサ科                   ン バイ、チシマザクラ、チシマイチゴ、

チシマヒメ トクサ              チ シマワレモコウ

ミズニラ科                マ メ科

チシマ ミズニ ラ               チ シマモメンヅル、チシマホウハマメ、

ヤナギ科                   チ シマゲンゲ、

チシマヤナギ、チシマタカネヤナギ、    フ ウロソウ科

チシマオノエヤナギ (パラムシロャナ    チ シマフウロ

ギ)、 チ シママメヤナギ         ス ミレ科

イラクサ科                 チ シマキス ミレ、チシマコマノツメ

チシマイラクサ             ア カバナ科

タデ科                    チ シマアカバナ

チシマ ミチヤナギ、チシマヒメイワタ   サ ンケイ科

デ、チシマスイバ              チ シマゼ リ、チシマニンジン、チシマ

ナデシヨ科                 ハ マイブキボウフウ

チシマツメクサ、チシママンテマ、チ   シ ャクナゲ科

シマイワツメクサ             チ シマツガザクラ、チシマイソツツジ

ウマノアシガタ科             サ クラソウ科

チシマ トリカブ ト、チシマイチゲ、チ    チ シマコザクラ (トチナイソウ)

シマハンショウヅル、チシマヒエンソ   リ ンドウ科

ウ、チシマキンポウゲ、チシマヒメカ    チ シマ リンドウ、チシマセ ンブリ

ラマツ、チシマキ ンバイソウ       ム ラサキ科

ケシ科                    チ シマルリソウ

チシマヒナゲシ             オ ドリコソウ科

ナタネ科                チ シマオ ドリコ

チシマイヌナズナ             ゴ マノハグサ科

モウセ ンゴケ科               チ シマシオガマ

チシマモウセ ンゴケ           ス イカズラ科
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チシマヒョウタンボク           チ シマアオチ ドリ

オ ミナエシ科               B) 千 島の島名のついた植物

チシマキンレイカ            色 丹島

キキョウ科                  シ コタントリカブ ト、 ショタンヨモギ、

チシマシャジン、チシマギキ ョウ      シ ヨタンスゲ、 シ コタンアカバナ、シ

キク科                    コ タンマツ (グイマツ)、 シ コタンヤ

チシマノコギ リソウ、チシマハハコヨ    ナ ギ、シヨタンザサ、シヨタンソウ、

モギ、チシマアサギ リソウ、チシマヨ    シ ヨタンハコベ

モギ、チシマコハマギク、チシマアザ   択 捉島

ミ、チシマアズマギク、チシマウスユ    エ トロフザクラ (チシマザクラ)

キソウ、チシマ トウヒレン、チシマタ   得 撫島

ンポポ                   ゥ ルップソウ、 ゥ ルップォゥギ、 ウ ル

ミクリ科                  ッ プシォガマ、 ウ ルップ トウヒレン

チシマミクリ              新 知島

イネ科                   シ ムシルヤナギ

チシマヌカボ、チシマヤ リクサ、チシ   計 吐夷島

マチャヒキ、チシマガ リヤス、チシマ    ケ トイヤナギ

イワノガリヤス、チシマコメススキ、   羅 処和島

チシマヒロハ ノドジョウツナギ、チシ    ラ ショウワコザクラ、ラショウワヤナ

マイチゴツナギ、チシマガヤ、チシマ    ギ

ドジョウツナギ、チシマザサ、チシマ   幌 筵島

カニツリ                 パ ラムシロチャヒキ、パ ラン、シロスゲ、

カヤツ リグサ科                パ ラムシロコメススキ、パラムシロオ

キタチシマスゲ、チシマスゲ、チシマ    ト ギ リ、ノヾ ラムシロシォガマ、パ ラム

ナルコスゲ、チシマ ミヤマクロスゲ、     シ ロャナギ

チシママツバイ              占 守島

イ科                      シ ュムシュヮタスゲ、 シュムシュタン

チシマホソコウガイゼキショウ、チシ    ポ ポ、シュムシュクヮガタ

マイ トイ、チシマスカポシ、チシマス   阿 頼度島

ズメノヒエ               ァ ライ トヨモギ、ァライ トノギク、ア

ユ リ科                   ラ イ トコハマギク、アライ トソウ、 ア

チシマラッキョウ、チシマクルマユ リ、    ラ イ トミヤマツメクサ、アライ トヒナ

チシマアマナ、チシマゼキショウ      ゲ シ、アライ トキンバイ、アライ トキ

ラン科                    ョ シソゥ、 アライ トタンポポ

彫

　

死

じ

　

）．翼

３

　

一毘

中月
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C) 千 島探険者を記念するためその氏   待 従。明治24年 (1891年)聖 旨を奉じて

名を和名につけた植物         千 島探険を遂行する。

トチナイソウ (栃内壬五郎氏)      川 上滝弥氏

カワカミモメンブル (川上滝弥氏)     明 治31年 (18錨年)択 捉島植物の探究を

セキソウOサ タネツク サ)(関誠‐氏)   す る。

イシノナズナ (石野敬之氏)       河 野常吉氏

タラオアカバナ (多羅低忠郎的        さ きに述べた相沢元次郎氏らにlR3行する。

ヨコヤマリンドウ (横尾壮次郎氏)    郡 司成忠氏

ジンボソウ (神保小虎氏)         報 効会長で北千島開拓の第一人者、明治

タカオカソウ (高岡直吉氏)       30年 (1897年)植 物採集をする。

アイザワソウ (相沢元次郎氏)      児 玉亥八氏

コダマソウ (児玉亥八氏)         明 治26年 (1893年)中 部千島に航海して

オカダゲンゲ (岡田喜一氏)       水 産調査のかたわら植物を採集する。

コウノソウ (河野常吉氏)        神 保小虎氏

グンジソウ (郡司成忠氏)         明 治24年 (1891年)択 捉、得撫に渡り、

アイザワシオガマ (相沢元次郎氏)    地 質調査と共に植物を採集する。

カタオカソウ (片岡利和氏)       関 誠一氏

エン膨げクラαンドウボ クラ)(遠藤吉三郎氏)  報 効会員であり、職業は薬剤師、明治30

キヨシソゥ (内田締氏)         年 (1897年)頃 か ら数年占守島の植物を採

(探険 した人の業績)           集 する。

相沢元次郎氏               高 岡直吉氏

明治33年 (1900年)高 岡参事官の千島探   明 治33年 (1900年)北 海道庁の命令を受

険の時に植物の採集をする。         け て、北千島を探険する。

石野敬之氏                多 羅尾忠郎氏

農林省水産局技師で、中部千島の第一   明 治24年 (1891年)片 岡待従の探険にl141

人者。                   行 して、植物を採集する。

内田博氏                 栃 内壬五郎氏

明治24年 (1891年)得 撫島に渡り、植物   明 治33年 (1900年)高 岡参事官の探険の

の調査をした。               際 同行し、植物を採集する。

遠藤吉三郎氏               横 山壮次郎氏

理学博士、海藻分類学の権威者で、明治   明 治26年 (1893年)千 島列島地質調査の

36年 (1903年)占 守島に航海して、同島の  時 に、併せて植物採集もする。

顕花植物も同時に研究した人。        岡 田喜一氏

片岡利和氏                 昭 和 6年 (1931年)大 毎、東日の両社が
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後援して、北千島の生物を探究する。

(4項 千島列島の植物は、「千島概誌 」の

当時北海道帝国大学講師、農学博士館脇操

先生の文章の 上部を参考とした。)

5.片 岡侍従一行の探険

明治26年5月多羅尾忠郎氏著の「北千島

探険実紀 」の緒言によると、侍従片岡利和

氏が聖旨を奉じて千島列島を探険されるに

際して、多羅尾忠郎氏 (当時北海道庁属)

が北海道庁の命を受けて随行することにな

り、一行は明治24年10月30日札幌を出発し

同25年9月 11日帰着 した。

その概況は、24年11月19日に択捉島に上

陸し 取 村及紗那村を 点 にして、エ トロ

フ全島、色丹島を調査した。

越冬は得撫島に設営する予定であったが、

渡航の時機を失 し、エ トロフ島シベ トロ村

で越年した。翌25年5月 16日に帝国水産株

式会社第 1号千島丸に乗船 して、得撫島か

ら東北各島を巡回して、同7月 5日千島東

北端の占守島モヨロップに上陸し、小屋掛

けをしてここを拠点に調査した。

更に同8月 5日波羅茂知 (幌筵)島 に渡

って字オットマイチに基地を構えて巡回調

査し、 8月 27日磐城艦に便乗して帰路につ

き、根室港を経て 9月 9日室蘭港に上陸し

て、 9月 11日札幌に帰着した。

尚各島で採取した千島産植物調査は、宮

部金吾博土に整理をお願いして発表するこ

とが出来た。

終章で 「本書は概略に過ざないが、その

実況は誤りのないようつとめておるので、

将来千島に志ある人達が、その一端を参考

にして活躍 していただければ誠に幸いであ

る。 (大意)」 と結んでいるが、これによ

ってもこの探険は、将来のために、猛れる

様な使命感で苦難をのり越えた立派な調査

であったことがよく判るのである。

この調査は、沿革、地理、漁業、山林、

農業、鉱業、商業、鳥獣類、陸上草木及海

草、行政、教育、宗教、風俗人情、開拓、

港湾の将来計画等広範なものであるが、植

物についてみると、採取は (78)種に及ん

でいる。そして今回の調査で新に千品の植

物誌に加わったものは 9種 ある。

(3)カ タォカソウ  (4)ハ イキ /ホ ウゲ

位9 チ シマイチゴ  位 9 ク ロバナロウゲ

GO チ シマラッキョウ  G妙  タ ケシマユ リ

GO キバナノアマナ  Gの  イ ワガリヤス

ぐ1)カニツリグサ

註Qつ タラオアカバナは新発兄のようにナぷ

われるが 9種の中にはいっていない.

採取された78種は次の通りである。

ウマノアシガタ科

(1)ア キカラマツ

ムラムシル島 (8月 15日花)

(2)ハ クサンイチゲ

ウルップ島 (6月 10日苗)

(3)カ タオカソウ

註 採 取地の記録なし。但 し外の資料

によれば択捉、色丹i巧島で植生確認。

フクジュソウの類であって、形状は

やや似ているが、茎葉及薯の外面は繊

細な白毛に覆われ甚だ珍 らしいもので

ある。この草はシベ リア、ウラル山、

アルタイ山等に産するけれども我が国

に植生 しているのを知ったのは今回が

初めてである。和名は多羅尾氏 と相談
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して、片岡侍従の千島探険を記念して   バ ラ科

「ヵタォヵソゥ」と命名した。     位 リ オ ニシモツケ

(4)ハ イキンポウゲ               シ ムシュ島 (8月 17日Э

パラムシル島 (7月 10日花)      位 〕 チシマイチゴ (新称)

(5)キ ンバイソウ                パ ラムシル島 (7月 10日花)

パラムシル島 (8月 15日花)         わ ずか 6～ 9卸 の宿根車で単茎直立

(6)チ シマトリカブト              し 、葉は掌状に 3出稀れに 5出 し、茎

パラムシル島 (8月 15日花)        補 に 1個の紅花を開く。実は熟すと赤

草鳥頭よりやや小さく、深碧花数個    く なり形はキイチゴに似て味がよい。

茎補に密着し葉縁と葉の裏面に細毛を     こ のイチゴは北方圏内に広 くあるが

密生する。エトロフ、 ク ナシリ、ウル    我 が国では今回初めて発見された。

ップ島等に産するが、北海道と本州に  位 0 ミ ヤマダイコンソウ

は植生はない。               パ ラムシル島 (8月 15日花)

ケシ科               は oチ シマキンバイ

(7)エ ンゴサクトマ                パ ラムシル島 (7月 10日花)

ウルップ島 (6月 10日花)       tO ク ロバナロウゲ

土人根を採り洗って乾燥させ食料と    パ ラムシル島 (7月 10日花)

する。少し苫味あり。          位 9 シ ロバナノワレモコウ

スミレ科                  パ ラムシル島 (8月 15日花と膏)

〔8)キ バナノコマノツメ          20 ナ ガボノワレモコウ

パラムシル島 (8月 15日花)        パ ラムシル島 (8月 15日花と害)

ナデシヨ科              QDハ マナス

(9)シ ヨタンハヨベ               パ ラムシル島 (8月 15日花と替)

パラムシル島 (8月 15日花)      Q妙  ミヤマナナカマド

フウロソウ科                シ ムシュ島 (8月 15日未熟の実)

位0 エ ゾタチフウロ              ュ キノシタ科

パラムシル島 (8月 15日花及未熟の実) QDク ロクモソウ

マメ科                   パ ラムシル島 (8月 15日落花後)

位0 セ ンダイハギ              ア カバナ科

パラムシル島 (8月 15日花及未熟の実) 0つ タラオアカバナ (新称)

位〕 レブンソウ                 パ ラムシル島 (7月 10日花)

チ リホイ島 (6月 18日苗)          ア ヵバナに似て草丈12～15初数本族

位9 ハ マエンドウ               生 し、茎の下部は湾曲し立つ葉は茎の

パラムシル島 (8月 15日花)        下 部では対生し上部では無柄互生して
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密着している。              パ ラムシル島 (8月 15日花)

中部の葉は長橋円卵形で無柄、脚部  GD シ ロョモギ

が急に円形となり上部は鈍頭である。     パ ラムシル島 (8月 15日花)

葉縁には小鋸歯がまばらについて、  ooェ ゾォグルマ

茎補と葉腋から藤色の花数個を密出す    パ ラムシル島 (8月 15日花)

る。薯と弁は共に4枚で弁は薯より長  ④ ハンゴンソウ

い。柱頭は狭いすりばち状で、この種    パ ラムシル島 (8月 15日)

はベーリング海沿岸の地方と千島諸島  Gめ ェゾノコウモリソウ

に産する。                 チ リホイ島 (6月 18日苗)

多羅尾氏採取なので記念のためこの  ① )チ シマアザミ

ように名付けた。              チ リホイ島 (8月 15日花)
セリ科                00キ タァザミ

Qの チシマニンジン               ノ ラヾムシル島 (8月 15日花)

チリホイ島 (6月18日苗)     eDヨ ウブリナ

QOマ ルバ トウキ             ノ ラヾムシル島 (8月 15日花)
チリホイ及パラムシノ鳴 (6月 18日首)  ● 妙 タンポポ

Qの ハ ナウド                       パ ラムシル洋3(8月 15日1丈)
パラムシル島 (8月 15日花)       を め ハ チジョゥナ

ミズキ科                   ノ ラヾムシル島 (8月 15日花)

99エ ゾゴゼンタチバナ           キ キョゥ科
パラムシル島 (7月 10日花)      (の  チ シマギキョウ

(同所 8月 15日実)      ノ ラヾムシル島 (8月 15日花)
キク科                   シ ャクナゲ■|

Oの アキノキリンソウ             00 ィ ヮヒゲ

ウルップ島 (8月 15日花)         チ リホイ島 (6月 18日花実共になし)
Gの ヤマハハコ             OO ァ ォノツガ

｀
ザクラ

チリホイ島 (6月 18日常)          パ ラムシル島 (8月 15日実)

GD ノ コギリソウ                 0っ  キバナシャクナゲ
パラムシル島 (8月15日花)        チ リホイ島 (6月 18日花なtン)

Oの コハマギク                 ④  ェブッッジ

パラムシル島 (8月 15日花)        ノ ラヾムシル島 (8月 15日花)
GO ヨ モギ                    eの  ツマトリソウ

チリホイ島 (6月 18日苗)          ノ ラヾムシル島 (8月 15日花)
の サ マニ ヨモギ
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リンドウ科                 イ グサ科

GO チ シマリンドウ               GO イ グサ

パラムシル島 (7月 18日花)        パ ラムシル島 (7月 10日替)

Gl)チ シマセンブリ            G9ハ マイ

パラムシル島 (8月 15日花)        パ ラムシル島 (8月 15日花)

ゴマノハグサ科と              GO ミ ヤマノスズメノヒエ

Gの エ ゾノカワジサ              パ ラムシル島 (8月 15日花)

パラムシル島 (7月 10日花)        カ ヤッリグサ科

GOシ オガマギク             Gの  チ シマスゲ

パラムシル島 (8月 15日花)        パ ラムシル島 (8月 15日花)

Gリ エブノヨツバシオガマ         GDス ゲの一種

パラムシル島 (8月 15日花及び実)     パ ラムシル島 (8月 15日花)

タデ科                  ィ ネ科

(5の ジ ンヨウスイバ                 Gの  イ ヮガリヤス

パラムシル島 (8月 15日花及び実)     パ ラムシル島 (8月 15日葉)

カバノキ科                  ぐ o コ メススキ

(50 ミ ヤマハンノキ              パ ラムシル島 (8月 15日花)

シムシュ島 (8月 17日未熟の実)    CD ヵ ニッリグサ

アヤメ科                  パ ラムシル島 (8月 15日花)

G7)ヒ ォウギアヤメ             ロ 妙 ナ ガハグサ

パラムシル島 (7月 10日膏)         チ リホイ島 (6月 18日由)

ユリ科                 ぐ め ヒメナガハグサ

G9 マ イズルソウ                 パ ラムシル島 (8月 15日花)

パラムシル島 (8月 15日葉)      ぐ リ ィチゴッナギの一種

(E)ギ ョゥジャニンエク             ゥ ルップ島 (6月 10日苗)

チリホイ島 (6月 18日若苗)     CDェ ゾノドジョウッナギ (新称)

Gの チシマラッキョウ               ノ ラヾムシル島 (8月 15日花)

パラムシル島 (8月 15日花)       90 ォ ォゥシノケグサ

Gl)ク ルマユリ                パ ラムシル島 (8月 15日葉)

パラムシル島 (8月 15日花)      Oの テンキグサ

Gの タケシマユリ               パ ラムシル島 (8月 15日葉)
パラムシル島 (8月 15日花)       ト クサ科

60キ バナノアマナ              99 ト クサ

ウルップ島 (6月 10日花)           パ ラムシル島 (8月 15日茎)
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その他標品はないけれども多羅尾氏の説

明によれば、 シ ャクナ (コジャク)、 オオ

バイラクサ、ハイマツ (ヒネキ リマツ)は

シムシュ島及びパラムシル島に沢山あると

いう。

6.北 千島調査の経緯

昭和52年 9月 30日発行の「千島博物誌 J

は、昭和 19年1月 に発行された 「千島学術

調査研究隊報告書 」第一輯を、改題、復刊

したものである。その巻頭の犬飼博士の文

章を引用させていただいて、千島の歴史の

一面と、調査研究隊 の使命を考えてみたい。

北 千 島 調 査 の 経 緯

北海道大学名誉教授

犬 飼 哲 夫

今か ら約 100年前の明治 8年 (1875)に

日本とソ連 (当時はロシヤ)の 間で、千島

樺太交換条約が結ばれた。それ 以前は千島

も樺太 も領土的に帰属が不明確で、両国問

の紛争が絶えなか ったが、この条約により、

千島列島全域が 日本、樺太全島はソ連領と

確定 した。そもそ も千島は、世界的に珍 Ft_

されたラッコの毛皮の産地で、欧米の漁獣

船が盛んに出没 していた。

その中で もソ連は千島の若子の島を独占

し、 ラッコ採集の基地としノ、 日本人が居住

していた南千島に脅威を与えていた。

条約締結の後はわが国は千島開発のため、

政府の高官等を現地視察に派遣 したが、北

洋の荒波と寒冷に辛惨を極め、計LBlは遅々

として進まなか った。 この時世界情勢の動

向か ら千島の国防的重要性を痛感 し、北千

島の移住開発のため、海軍の退役将校の郡

司成忠大尉を主班とする報効義会なるもの

が結成され、無謀にも五隻の手漕ざボー ト

に分乗 して、東京湾を出発 して千島に向っ

た。時は明治26年3月 20日のことである。

約 100人の隊員の中には後年 (明治45年、

1912)に南極探険で、南緯80度5分 に達し、

その当時としては驚異的記録を作った白撤

中尉がいた。

北千島に向った郡 pl大尉の一行は、途中

暴風になる道難等で、多 くの犠牲者を出し、

半うじで北千島の占守島に,11陸した。この

時の隊員はわずか 8人 であった。

その後日清戦争があって郡ril大尉が応召

し、移民計画は一時中絶 したが、BJl治29年

(1896)に至って本格的移氏が送 られ、婦

人も伴われ、漁業を主として生産米をはじ

めたが、明治37、 8年 の日露戦争で、壊減

的打撃を受けてしまった。

しかし戦後は、戦勝田日本は、北洋にお

ける大漁場の獲得とな って、北千島はその

基地となり、産米的に重きをなすにす り、

漁業関係の近代的 工場牛 も建設され、いち

じるしい発展をとげた。

一方中部千島は、掌常な海獣並に漁灯tの

資源維持のため、農林佑水産局の管理の 下

で、完全な立ら入 り禁lLの封鎖地域 とされ

た。ところがこの間に、ソ連立にアメリカ

は、千島ダJ品の軍事的重要性に活限 し、ひ

そかに戦略的偵察が行われていた。

わが国の北洋の漁場は、毎年のように外

交上の問題にな っていたが、千島に関する

限 り無lkt地帯と考え、いずれかといえば漁

業一辺倒の傾向にあったのは誤 りであった
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と思われる。やはり郡司大尉の考えの如く、

千島の陸上開発は早晩必要になって来るの

である。そのためにはぉ千島の自然還境の

基本的調査が伴わなければならない。

千島の自然環境の学術的調査は、最初に

英国人スノーによって行われた。

スノーは実はわが国が千島全域をラッコ

の禁猟区にしていたのに、公海における猟

という名目のもとに沿岸のラッコを捕 って

いた密猟者の一人であった。

しかし彼は千島で暴風による遭難で、孤

島に越年していた間でも、自然観察を続け、

後にこれを学術的に報告し、北海道庁はそ

の一部を北千島調査報告文に引用した。

その後わが国は次第に千島の重要性を認

識しはじめ、昭和 6年 (1931)には大阪毎

日、東京日日新聞社の後援で、長谷川、岡

田、木場の三人の自然科学者を北千島に送

って調査をさせ、その結果の概要を、北千

島概観として生物地理学会 (昭和 8年 )に

発表した。

さらに北海道庁は昭和 7年 に、中村技師

外14名の技術者を北千島調査に派遣した。

太平洋戦争勃発の危機が追るや、ますま

す千島の重要性が高くなり、各方面からの

要望に応えて、綜合北方文化研究会が作ら

れ、昭和16年夏に千島学術調査研究隊を北

千島に送った。その時の調査結果の第一輯

は、本書で発表された。これに続いて調査

が行われることになっていたが、太平洋戦

争のため中止Lされた。本書に執筆者の半数

以上は既に故人となったが、一ケ月にわた

るこの調査は、現地の漁業関係者の多大の

好意に預ったが、物資の不足に加えて船舶

の不 自由か ら、往復の交通は貨物船により、

濃霧と荒波でその時の肉体的労舌は言語に

絶す るものがあ った。

木調査隊一行の植物に関す る調査は、守

備隊員と軍馬のための非常 食となる植物 と

薬草などの有用植物を調べ たが、それ と共

に植物の植生確認 も併せて行なわれ、 200

種 あまりが発表された。北千島の植物につ

い て主な ものを列記す る。

アイザ ワシオガマ、アオ ノツガザクラ、

アキカラマツ、 アカバナ、 イワウメ、 イワ

オ トギ リ、 イ トキンスゲ、イ ワハタザ ォ、

イワヒゲ、 ィヮノガ リヤス、 ウ ラシマツツ

ジ、 ウズラバハ クサ ンチ ドリ、 エゾエンゴ

サ ク、 エブキンバイソウ、 エゾヨザ クラ、

エソ
Sゴ`

ゼ ンタチバ ナ、 エ ソ
ヾ
ツツジ、 エ ソ

゛
ノ

シシウ ド、 エ ソ
Sノ

オオバセ ンキュウ、 エ ゾ

ノチチコグサ、エゾハマハ タザ オ、エゾバ

イケイソウ、エゾマルバ シモッケ、ェブ ョ

ツバ シオガマ、 エソれ/ン リソウ、 エン ドウ

コザクラ、エンコウソウ、オオバタケ シマ

ラン、 オオバナエ ンレイソウ、オオタチ ッ

ボス ミレ、 オオウシノケグサ、オオヤマフ

スマ、オクエブスギナ、オニシモツケ、 オ

ニ カサモチ、 カラ フトイチゴツナギ、 カン

チヨウブリナ、 カンテスゲス ガンコウラン、

キタチシマスゲ、キバナ シ十クナゲ、キバ

ナノアマナ、キバナノコマノツメ、キバナ

シオガマ、ギ ョウジャニンニク、キ ョクチ

ソモソモ、 キ ンロバイ、 クモマスズメノ こ

工、 クルマユ リ、 クロバナロウゲ、 クロマ

メノキ、 クロユ リ、 グンジソウ、 コヵネギ

ク、 コケモモ、 コッマ トリソウ、 ヨハマギ
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ク、 コ バノヨツバムグラ、 ヨ フタバ ラン、

コミヤマカタバ ミ、 コメススキ、 コモチ ト

ラノオ、サマニ ヨモギ、 サヤ スゲ、 シ ヨタ

ンハコベ、 シ ムシュクワガタ、 シムシュ ト

ウヒレン、 シ ムシュヮタスゲ、 シャク、 シ

ラネワラビ、 シロイヌナズナ、 シロサマニ

ヨモギ、 シ ロワレモ ヨウ、 ジンヨウスイバ、

スギカズラ、 セ ンダイハギ、 ダイセツイ ワ

スゲ、タイツ リオ ウギ、 タカオカソウ、 タ

カネナナカマ ド、 タカネノガ リヤ ス、チ シ

マアザ ミ、チシマアマナ、チシマイ トキ ン

ポウゲ、 チシマイチヤクソウ、チ シマイチ

ゴ、チ シマイラクサ、チシマイワブキ、チ

シマウスバ ス ミレ、 チシマオ トギ リ、チ シ

マオノエヤナギ、 チ シマカニツ リ、 テシマ

キタアザ ミ、 チシマキ ンバイ、チ シマギキ

ョウ、 チ シマゲ ンゲ、 チ シマコウブ リナ、

チ シマ シオ ガマ、 チ シマスイ ノヽ  チ シマス

ズメノヒエ、 チシマセンブリ、チ シマタチ

ッボス ミレ、チシマタネツケバ ナ、チ シマ

トリカブト、 チシマ ヒカゲ ノカズ ラ、チシ

マフウロ、チシマ ミクリ、チシマ ミヤマク

ロスゲ、 チシマ リン ドウ、 チシマヤナギ、

チシマヤマフキシ ョウマ、 チシマ ヨモギ、

チシマラッキ ョウ、チ ングルマ、 ツルキジ

ム シロ、ツル コケモモ、ッマ トリソウ、 ト

クサ、ナ ヨシタ
や
、ヌイオウスゲ、ハイキン

ポウゲ、ハイ スミレ、ハイヤナギ、 ハクサ

ンイチゲ、 ハクサ ンチ ドリ、ハナイカ リ、

ハナウ ド、 ハ ナコ
ヾ
ケ、 ハ ナタネツケバナ、

ハマエ ン ドウ、ハマオグルマ、ハマナス、

ハマニ ンニク、ハマベ ンケイ、 ハンゴ ンソ

ウ、 と オウギアヤメ、 ヒ カゲ ノカズラ、 ヒ

ロハスギカズラ、 ヒ メ カラマツ、 ヒ メカン

バ、 ヒメクモマグサ、 ヒメクワガタ、 ヒメ

シャクナゲ、 ヒメチシマヤナギ、ホソバキ

ソチ ドリ、ホロムイイチゴ、ホロムイスゲ、

マイズルソウ、マルバ トウキ、マ ンネンス

ギ、 ミ ズバショウ、 ミ ツバオウレン、 ミ ネ

ズオウ、 ミネハ リイ、 ミ ミコウモ リ、 ミヤ

マサギスゲ、 ミヤマスミレ、 ミヤマタニタ

デ、 ミヤマダイコンソウ、 ミヤマハタザオ、

ミヤマハ ンノキ、ムカゴ トラノオ、ムシ ト

リス ミレ、 モ ウセ ンコ
｀
ケ、 リ ンネソウ、 ヤ

チマメヤナギ、ヤナギラン、ヤマガラシ、

ヤマハハコ、ヤラメスゲ。

7.最 近の千島問題について

昭和56年に千島返逮運動に関して、潮 く

2月 7日 を 「北方領上の日」とすることを

決めた政府は、大変 スロモーではあるが、

日本国民あげての願理としての形が伴い初

めたことになる。

千島を追われた人達の多 く住む北海道民

感情 としては何とも歯がゆい年で、 も っと

早くから日本国民の総意として強 く交渉 し

て もらいたか ったが、徳川幕府以来千島に

ついては後手後手に廻 っている拙劣外交は、

まことに嘆かわ しい次第である。

新聞情報も最近にな って千島について販

々しくな った。北海道新聞に記載されたそ

の 2、 3の 概要を報告 してこの物語の終 り

としたい。

昭和55年12月8日 朝刊

「戦前の北方領土旧 7ヵ 村、亡命村で再

建へ、住民募集し村長選 も、根室で新運動

スター ト」という見出しで、 ソ連が占領し
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ている北方領上の旧 7村を「亡命自治体 」

として再建しょうという計画が 7日、根室

市で開かれた「北方領土の返還を求める市

民の会 」の総会で決 った。

旧島民だけでなく、希望すればだれで も

村民になれる構想である。

戦前まで歯舞 (ハボマイ)群 島と根室半

島にまたが った歯舞のほか、色丹島に色丹、

国後島に泊 (トマリ)、 留夜別 (ルヤベツ

)、 択捉島に留別 (ルベツ)紗 郷 (シャナ

)、 しべ取(シベ トロ)の 計 7村があった。

約 16,500人が住んでいたが、 ソ連占領後、

活のみ活のままで根室へ引揚げ、いまだに

帰れないでいる。 「市民 1人 1人が返還要

求を」と車の根活動を続け、旧島民か らの

助声を得て、 7カ 村再建計画をまとめたも

のである。

昭和55年12月12日朝刊

シリーズ ・評論として「対 ソ外交と北方

領土(1)」では元外務事務次官、法眼晋作氏

が「ソ連はまず銃剣を外せ 」という題で、

次のように述べている。

戦後日ソ間で平和条約の締結交渉を続け

たが、領土問題では意見の一致を見られな

か ったが、劣悪な条件下の捕虜解放のため

に領土問題を国交正常化後の交渉にまかせ

て (1956年9月 29日 松 本 ・グロムィコ交

換公文)と りあえず外交関係を再開するこ

とに合意した。

国交正常化の後、日本側はしばしば外交

上のルー トを通じて領土返還 の交渉を続け

た。 ソ連は要求に耳を傾けながら、今は時

期が悪いとか、 日本にだけ譲歩すれば、他

の国や地域か らの要求が続出するとかの||ハ

い訳に終始した時期があって、欧州での国

境問題や中国の国境紛争を皓ポす る発吉で

あ った。ソ連側は、 日ソ間の領」1問題は、

戦争中及び戦後の国際取 り決めによって解

決済みであると主張していたのを、初めて

両rilの間には戦後なお木解決の問題があり

(1973年10月)そ の階J題のうちには毎ti二問

題があることを口頭で明白に認めたのは、

当時の|口中首相の激 しい交渉の成果であっ

女こ。

しかしソ連側は1976年ごろか らその態度

をひるがえ して、「イ1中・ブレジネフ共|卜]声

明以前の態度に逆 もどりし初めた。

一国の最高主脳が外四の占脳との公式の

合意を、後になって簡単にひるがえした事

実は重大である。ソ連人も銃剣の ドでは交

渉が出来ないという民主]i義の原只」を、少

しは理解 した方がよいのではないか。

昭和55年12月15日朝刊

イギ リス生れでオース トラリアの国籍を

もち、元同国駐 ソ大使館の一等患記官を動

めたことのある、上智大学教授のグレゴリ

ー ・クラー ク氏は、 シリーズ ・評論 「対ソ

外交と北方領土(4)」で 「不平等条項論 掲

げよ」と題 して大略下記の趣 青で論じてい

る。

日本とソ連の関係が現在、冷えきってい

るといわれているが、 これは北方領土問題

と日本人のソ連ぎらいとが組み合わされた

ものだと思う。そのために日本が北方領土

返還を求める従来までの取 り組み方を抜本

的に洗い直す ことが必要である。
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これまでの態度は感情的に過ざてムチャ

クチャで理屈にあっていない「固有の領土

だから返せ」と主張しているが、外交上、

昔、どうだったというようなことは意味が

ない。国際間で通用するのはあくまでも条

約だ。

1951年のサンフランシスコ平和条約で、

日本は千島列島を放棄 している。

この千島列島には「国後、択捉、歯舞、

色丹 4島 を含む 」と解されておる。

ところが1954年にな って「平和条約にあ

る千島列島には4島 は包含されていない」

と態度を変えた。とはいえ、平和条約上は

4島を放棄したことになっており、固有領

土論で返還を要求するのは同条約を無視し

ていることになる。

ただしサンフランシスコ講和会議に首席

全権として臨んだ吉田首相が剛条約にサイ

ンするに際して「歯舞、色丹はもちろん、

国後、択捉にはかな り以前から日本人が住

みついていた歴史があって日本領土である

」旨の抗議をしている事実に注目しなけれ

ばな らない。

日本は戦争状態の終結を図らねばならず、

やむを得ず同条約を受話したものだ。

このようにみてくれば、 日本が北方領土

返還を要求するにあたって 2つ の手がかり

のあることがわかる。

1つはナンフランシスコ平和条約の問題。

同条約で日本が放棄した北方領上には4

島が含まれている、との解釈に立ち戻 りな

がらも、これに吉田首相が署名したが、 4

島の領有権を主張して反駁した事実がある

こと。

もう 1つ は、戦後の領土処理は当事国で

ある日本を抜きにして、ヤルタ協定 などで

連合国狽Jが一方的に取 り決めたものである

こと。

この 2つ のことか ら、平和条約中の領土

に関する事柄は明らかに 「不平等条項 Jで

あると指摘で きる。

「不平等条項 」という概念は外交交渉上、

正当な主張として広 く受け11二められている

もので、現在日本がとっている「固有領土

」との言い分よりも、相手に対 してはるか

に説得力を持つと考える。

日本は 「不平等条項 」であるとの解釈を

内外に表明し、だか ら「4ん を返せ !」 と

ソ連に要求したらよい。

幕末に米、央など諸外国と締結 した不平

等条約を、粘 り強い交渉で政ll~させた明治

人の冷静で理f占めな対応Aまりを学ぶべ きだc

先に首相をづ1退したコスィギン氏 ととも

にブレジネフ津記長も、ソ連国内ではハ ト

派で親 日家で もある。ソ連指導部がいつ交

代するかも知れず、現在は領上問題を交渉

する最後のチャンスとも考えられる。
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